













































































































は，国立福祉保健研究開発センター（ST A K E S：
Research and D evelopment Center for
W elfareandHealth）の企画で，｢高齢者の家
族デイケア・プロジェクト｣（V A R PU ）の中で，
子ども・高齢者統合デイケア（combinedday-
128
ヨーロッパ諸国における世代間交流
特にフィンランドでの学校ヴォランティアを中心に
草野 篤子・石橋 鍈子
子ども，(6)保幼小連携おける伝達項目という６
つの観点から調査を行った。2009年度は，同様
の調査を，小平市内の幼稚園・保育園 5歳児クラ
ス担任を対象に行い，25園の 48名から回答を得
た。その結果，連携に対する意識として，連携が
できている場合は，話し合いや情報交換が多く，
園児と児童の交流だけでなく，教職員同の交流も
がうまくいっているが，連携ができていない場合
は，情報交換の少なさに加え，情報が活かされて
いないというもどかしさを感じていることなどが
明らかになった。小学校教諭対象の調査と，幼保
を対象とした調査を比較することによって，小学
校と幼保それぞれが考える連携の課題の差異が明
らかになった。これらの結果の一部は，2009年
度白梅の保育セミナーにおいて，小平市の幼小，
保小の連携に関する資料として報告した。
